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Morningstar Award “Fund of the Year 2018”は過去の情報に基づくも
のであり、将来のパフォーマンスを保証するものではありません。また、
モーニングスターが信頼できると判断したデータにより評価しましたが、
その正確性、完全性等について保証するものではありません。著作権
等の知的所有権その他一切の権利はモーニングスター株式会社並び
にMorningstar，Inc．に帰属し、許可なく複製、転載、引用することを禁じ
ます。
当賞は国内追加型株式投資信託を選考対象として独自の定量分析、

定性分析に基づき、2018年において各部門別に総合的に優秀であると
モーニングスターが判断したものです。国内株式型 部門は、2018年12
月末において当該部門に属するファンド871本の中から選考されました。

当ファンドは、

「Morningstar Award “Fund of the Year 2018”」

において、

「優秀ファンド賞（国内株式型 部門）」

を受賞しました。

2020年8月31日

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。
当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断
ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価
格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属し
ます。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合
を除き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は
将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成
時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありませ
ん。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関す
る投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。

スパークス・アセット・マネジメント株式会社は、

株式会社格付投資情報センターの選定による「Ｒ＆Ｉファンド大賞2020」において

「投資信託／総合部門」の「国内株式総合部門」で、「最優秀賞」を受賞しました。

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するものではありませ
ん）の提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、信用格付業ではなく、
金融商品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当
該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権
利はＲ＆Ｉに帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。「投資信託/総合部門」の各カテゴリーは、受賞運用会社の該当ファンドの平均的な運用実績を評価し
たもので、受賞運用会社の全ての個別ファンドについて運用実績が優れていることを示すものではありません。

当表彰は、スパークス・アセット・マネジメント株式会社が受賞したアワードであり、当ファンドの受賞ではございません。

スパークス・アセット・マネジメント株式会社は、
「リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワード 2020 ジャパン」 において
「投資信託 株式部門 最優秀会社賞」を２年連続受賞しました。

（直近７年間では６回目の受賞です。）

リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードは毎年、多くのファンドのリスク調整後リターンを比較し、評価期間中のパフォーマンスが一貫して優れているファンドと
運用会社を表彰いたします。
選定に際しては、「Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）システム」の中の「コンシスタント・リターン（収益一貫性）」を用い、評価期間3年、5年、
10年でリスク調整後のパフォーマンスを測定いたします。評価対象となる分類ごとに、コンシスタント・リターンが最も高いファンドにリフィニティブ・リッパー・ファン
ド・アワードが贈られます。詳しい情報は、lipperalpha.refinitiv.com/lipper/をご覧ください。Refinitiv Lipperは、本資料に含まれるデータの正確性・信頼性を確保
するよう合理的な努力をしていますが、それらの正確性については保証しません。

リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードについて
世界の20カ国以上で30年余りにわたり、高く評価されているRefinitiv Lipper Fund Awardsは、独自の投資信託評価システム「Lipper Leader Rating （リッパー・
リーダー・レーティング）システム」の中の「コンシスタント・リターン(収益一貫性)」を用い、優れたファンドとその運用会社を選定し、表彰するものです。評価方法
の詳細につきましては、lipperalpha.refinitiv.com/lipper/をご覧ください。

当表彰は、スパークス・アセット・マネジメント株式会社が受賞したアワードであり、当ファンドの受賞ではございません。
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【運用実績】 【基準価額・純資産総額の推移】

基準日 2020年8月31日

※決算期に収益分配があった場合のファンドのパフォーマンスは分配
金（税金控除前）を再投資することにより算出される収益率です。
従って実際の投資家利回りとは異なります。

※2007年1月30日（設定日前営業日）を10,000として指数化

基準価額 解約価額 純資産総額

28,380 円 28,295 円 116.04 億円
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【資産別構成】

※比率は対純資産総額

【株式業種別構成 上位10業種（％）】

【株式市場別構成】

スパークス･Ｍ＆Ｓ･ジャパン･ファンド
愛称:華咲く中小型

※比率は対純資産総額

※比率は対純資産総額

※略称は下記の取引市場を指します。 ※比率は対純資産総額
東1：東証1部、東2：東証2部、ﾏｻﾞｰｽﾞ：東証マザーズ、JQ：JASDAQ

【組入有価証券 上位10銘柄】 ( 銘柄総数：63銘柄 )

(億円)

過去のパフォーマンス(%) 直近の分配実績（円）

8.54 第9期 2016/1/25 300

ファンド ベンチマーク

過去3ヵ月間 3.50 3.02 第10期 2017/1/25 300

過去1ヵ月間 9.49

過去1年間 14.69 8.87 第12期 2019/1/25 300

過去6ヵ月間 17.21 10.76 第11期 2018/1/25 350

2.57 第13期 2020/1/27 350過去3年間 19.34

設定来 208.70 40.38 設定来累計 1,850

東証1部 93.3
市場 比率(％）

ジャスダック 1.1
東証マザーズ 1.7

株式組入比率 96.1
その他市場 0.0

資産種類 比率(％）
株式 96.1

現金その他 2.8

投資信託証券 1.1
その他株式関連証券 0.0

銘柄 市場 業種 比率(％）

1 センコーグループホールディングス 東1 陸運業 3.5

3 前田工繊 東1 その他製品 3.3

2 三洋化成工業 東1 化学 3.4

5 モリタホールディングス 東1 輸送用機器 3.0

4 タクマ 東1 機械 3.2

6 ＮＥＣネッツエスアイ 東1 情報・通信業 2.8

7 日本光電工業 東1 電気機器 2.8

9 グローブライド 東1 その他製品 2.4

8 ライク 東1 サービス業 2.5

10 九電工 東1 建設業 2.4

※当ファンドのベンチマークは、ラッセル/ノムラ・ミッド・スモール・キャップ指数
（配当込）ですが、当ファンドはベンチマークに連動するものではありません。

※基準価額は、信託報酬等控除後です。
※分配金再投資基準価額は、当該ファンドの信託報酬控除後の価額を用い、分配金を非

課税で再投資したものとして計算しております。
※過去の実績は将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

※上記記載のうち、【運用実績】、【基準価額・純資産総額の推移】以外は、当ファンドが投資するマザーファンドに関する情報です。

※「比率（％）」は、当ファンドが投資するマザーファンドの純資産総額に対する比率です。

お客様向け資料

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく
開示書類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受
け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変
動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を
被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・
金融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除
き、投資者保護基金の規定に基づく支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当
資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および
市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。
■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。
■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）
のご請求、お問合せは販売会社まで。
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お客様向け資料

【運用担当者のコメント】

◆株式市場の状況

8月の日本株式市場は、経済統計や米中関係などは厳しい状況は続いておりますが、新型コロナウイルスの感染拡大

ペースが鈍ってきたことや、ワクチン開発を巡る報道などから株式市場は楽観ムードの中で大きく上昇しました。米国

の金融緩和姿勢を維持する等のFRB（連邦準備制度理事会）高官の発言も、株価上昇を後押しする形となりました。今

まで低迷していた市況関連銘柄や金融株などが、割安感や新型コロナウイルスの感染拡大収束期待から、大きく上昇し

ました。

この結果、TOPIX（配当込み）は前月末比8.17%の上昇、当ファンドベンチマークは前月末比8.54％の上昇となりまし

た。

◆ファンドの運用状況

当ファンドのパフォーマンスは、前月末比9.49％の上昇となりました。

当月、2021年3月期第1四半期決算発表を受け国内外での釣具需要増加が好感されたグローブライドなどが、パフォー

マンスに対してプラスに貢献し、一方で2021年3月期第1四半期決算自体は好調ながら株価上昇の反動からＮＥＣネッツ

エスアイなどが、マイナスに影響しました。

8月は米国、中国などの景気指標の好転や、円高是正などを受け大幅に株価が上昇しました。

投資行動の観点では、引き続き既保有銘柄の買い増しとともに、株価が上昇し割安感が薄れた銘柄、当初の投資仮説

から実態が乖離した銘柄の売却を行っています。当月の新規投資銘柄はありません。

◆今後の運用方針

当月も、「コロナ禍における事業ポートフォリオの転換」を題材に、当ファンドの投資先企業の戦略についてコメン

トします。

昨今、特定の業種やテーマ性のある一部の銘柄が株式相場全体を牽引する状況が続いていますが、そのような企業以

外にも、自助努力によって成長機会を見出そうとしている企業が存在し、魅力的な投資機会があることをお伝えします。

当月は、当ファンドの投資先であるインターネット関連企業を通じて、メディア事業の変遷について考えてみます。

そもそも「メディアの価値」とは何でしょうか。メディア（媒体）の意味を国語辞典に当たれば、「情報伝達の媒介

手段」とあります。この観点において、メディアの価値は発信される情報と情報の受け手との間の「情報の非対称性

（情報発信側と受け手側で情報量の差があること）」に依拠していると考えられます。

受け手が求める情報を豊富に、迅速に提供できるメディアはよりその価値が増す一方、陳腐化した情報しか提供でき

ないメディアは「情報の非対称性の喪失」を通じて価値低下は避けられません。歴史を辿れば、立て看板に始まり、書

籍や新聞などの印刷物、その後も情報技術の発展を通じてラジオ、テレビ、そしてインターネットへと形を変えてきま

した。この変遷で情報量は指数関数的に増加、伝播速度も急速に進歩してきましたし、スマートフォンの普及により情

報へのアクセスも非常に容易になりました。一方、ユーザーニーズの多様化も加速度的に進んでいます。これは従来の

延長線上だけでは多様化するニーズへの対応ができなくなり、結果的に情報の非対称性からくる優位性を維持しにくく

なる可能性をはらんでいます。

具体例として、当ファンドで投資を行っている、「結婚式関連のメディア運営などを行う企業Ａ社（以下「Ａ

社」）」について説明します。

Ａ社はメディア運営に加え、サービス提供を加える形で事業成長を志向しており、当ファンドとしてもそのアプロー

チに高い成長可能性を感じています。これは従来のメディアが陳腐化する中で差別化を図ることのできる有力なアプ

ローチであると考えているためです。

（次ページへ）

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。当ファン
ドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当
ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、
基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金
融債または保険商品ではなく、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく
支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保証もしくは示唆するもので
はありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを
保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証するものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■
当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をすることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。
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一方、このアプローチは一見容易に見えますが、実践は容易ではありません。イノベーションのジレンマで語られて

いる通り、既存事業の競合となるサービスを自社で手掛けることを多くの会社は望まないためです。

一般的な結婚式メディアは、式場運営会社に対して潜在顧客を送客することを収益源としメディアを運営しています。

つまりメディアにとっての顧客は式場運営企業であり、結婚式を開催するユーザーではありません。そのため、式場を

用いない低価格の結婚式を取り扱うインセンティブに乏しいと言えます。

この点に注目をしたのがＡ社です。自社でユーザー視点に立った結婚式を企画し、従来のメディアでは取り込めな

かったユーザー層を呼び込むことで、新たなメディア価値の創造を目指そうとしています。当ファンドでは、1)対象事

業領域、2)既存事業規模、3)今後の人々の行動変容の三つの観点でＡ社の成長余地は大きいと考えています。

Ａ社は、結婚式事業に加えや不動産、金融といった領域で事業運営を行っています。

これらの事業には、依然としてサービス運営側とユーザー側との間の情報の非対称性が大きいという共通点がありま

す。そのためにユーザーは自らで意思決定を行いづらく、結果オンライン化も遅れていると考えられます。これは、

ユーザー視点に立ったサービスを組成、提供することによる事業機会が大きいことを意味します。しかし、既存事業規

模が大きい企業にとってこのアプローチは自ら競合を作り上げるといった自己矛盾をはら孕みます。この観点で、既存

事業規模が小さいという点がもう一つの優位性となります。加えて、サービス運営事業者ではなく、あくまでユーザー

視点に立ったサービス提供ができるという体制は、ファン層の拡大を通じた事業継続性の担保、社会的価値の向上にも

つながるものと考えられます。

三点目の「今後の人々の行動変容」は、昨今のコロナ禍が人々の行動変容を促し、需要の多様化を加速させている点

です。多くの人が同じ場所で集まるイベント、パーティーを今までのような形で開催することは難しくなりましたが、

人間が社会的な動物であることを鑑みるに潜在的なニーズは依然として大きいと考えるほうが妥当です。また、コミュ

ニケーションツールの普及加速により新たなイベントの形態も模索され始めています。このような需要が多様化する局

面では、情報の非対称性が生まれやすく、新たなメディア価値を生み出す良いきっかけとなるのではないかと考えます。

ただ、既存事業規模が小さいという点はリスクにもなり得ます。インターネットメディア事業は競争環境も激しく、

Google社（米国）の検索アルゴリズムに代表されるようにユーザーの導線が大きく変化することも起こり得ます。企業

の事業環境のみならず、顧客企業の事業環境、またユーザーアクティビティの動向など多様な視点により適時の情報収

集は欠かせません。

株価上昇の中で、市場参加者の視点は社会活動の正常化や業績のボトムアウト期待などに向かっていますが、米国大

統領選や米中摩擦問題に加え、日本での次期政権の方向性など依然として不透明感が拭えないことも事実です。

引き続き、人々の行動様式の変化、技術変化を通して中長期での需要構造の変化を捉え、事業機会に繋げられるよう

な企業の発掘に努めます。

私どもは「いい会社を安く買う投資戦略」に基づき運用を行っています。それは、市場から見過ごされているものの、

将来の成長機会を獲得できる「いい会社」に対する、中長期的視点の投資です。

一般的な「いい会社」とは、新たな製品やサービスを投入することで市場を拡大させ成長するため、企業価値は時間

を追うごとに増えていくと考えられます。一方で、短期的な業績悪化や市場全体の下落など、様々な要因で株価は大き

く変動することが想定されます。このような、企業価値と市場価格との間の大きなギャップこそが、魅力的な投資機会

であると考えています。

特に私どもが注目をするのは、「実態価値の成長が期待できるかどうか」です。一般的なバリュー投資の場合、実態

価値に対し割安となった銘柄に対し投資を行います。しかし、実態価値の成長が見込めない場合、なかなか再評価され

ず投資資金が寝てしまう「バリュートラップ（割安のわな）にはまる」ことがあります。このような状況を回避するた

めにも、中長期での成長確度に対する評価がより重要だと考えています。
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当ファンドは、主としてスパークス・日本中小型株・マザーファンド（以下「マザーファンド」といいま
す。）を通じて、日本の株式に投資し、信託財産の中長期的な成長を目標に積極的な運用を行う
ことを基本とします。 
 

ファンドの特色 

１. 日本の上場株式のうち中小型株式を中心に投資します。 
 中小型株式は銘柄数が豊富であり、また高い成長が期待できる企業が多く存在します。 

２. スパークスの徹底したボトムアップ・リサーチで銘柄を選別します。 
 中小型株式の調査は１９８９年のスパークス創業時から行っております。 

３. ベンチマークであるラッセル／ノムラ・ミッド・スモールキャップ指数（配当込み）＊を上回る

投資成果を目指して運用します。 
 ただし、ベンチマークの業種構成比等にはとらわれません。 

＊ ラッセル／ノムラ・ミッド・スモールキャップ指数（配当込み）は Russell/Nomura 日本株インデックスのサイズ別指数です。
Russell/Nomura 日本株インデックスは、野村證券株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村證券株式会社
及び Russell Investments に帰属します。なお、野村證券株式会社及び Russell Investments は、ラッセル／ノムラ・ミッド・ス
モールキャップ指数（配当込み）の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、スパークス・アセット・マネジメ
ント株式会社がラッセル／ノムラ・ミッド・スモールキャップ指数（配当込み）を用いて行う事業活動・サービスに関し一切責任
を負いません。 

 
 

ファンドの仕組み 

ファミリーファンド方式※により、金融商品取引所上場株式への実質的投資を行います。 
※ ファミリーファンド方式とは、投資者の皆さまからお預かりした資金をまとめてベビーファンドとし、そ

の資金をマザーファンドに投資することにより、その実質的な運用をマザーファンドにて行う仕組み

です。 

 

ファンドの目的 
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投資リスク 
 

基準価額の変動要因 

当ファンドは、マザーファンド受益証券への投資等を通じて、株式などの値動きのある有価証券に投資しますので、
ファンドの基準価額は変動します。従って、投資者の皆さまの投資元金は保証されているものではなく、基準価額
の下落により、損失を被り、投資元金を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資者の皆さ
まに帰属します。また、投資信託は預貯金と異なります。 

株価変動リスク 
一般に株価は、個々の企業の活動や一般的な市場・経済の状況、国内および国際的な政治・経済情勢等に応じて
変動します。従って、当ファンドに組入れられる株式の価格は短期的または長期的に下落していく可能性があり、こ
れらの価格変動または流動性に予想外の変動があった場合、重大な損失が生じる場合があります。 

中小型株式等への投資リスク 
当ファンドは、中小型株式等へも投資します。こうした株式は、比較的新興であり、発行済株式時価総額が小さく、
売買の少ない流動性の低い株式が少なくありません。その結果、こうした株式への投資はボラティリティ（価格変動
率）が比較的高く、また流動性の高い株式に比べ、市況によっては大幅な安値で売却を余儀なくされる可能性があ
ることから、より大きなリスクを伴います。 

信用リスク 
組入れられる株式や債券等の有価証券やコマーシャル・ペーパー等短期金融商品は、発行体に債務不履行が発
生あるいは懸念される場合には価格が下がることがあり、また、投資資金を回収できなくなることがあります。 

その他の留意事項 
●システムリスク・市場リスクなどに関する事項 
証券市場は、世界的な経済事情の急変またはその国における天災地変、政変、経済事情の変化、政策の変更もし
くはコンピューター・ネットワーク関係の不慮の出来事などの諸事情により閉鎖されることがあります。このような場
合、一時的に換金等ができないこともあります。また、これらにより、一時的にファンドの運用方針に基づく運用がで
きなくなるリスクなどもあります。 

※基準価額の変動要因（投資リスク）は、上記に限定されるものではありません。 

 

その他の留意点 

・ 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありま
せん。 

・ 収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益の水準を示すものではありません。 
収益分配は、計算期間に生じた収益を超えて行われる場合があります。 
投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の一部払戻しに相当する場合
があります。ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様で
す。 
収益分配の支払いは、信託財産から行われます。従って純資産総額の減少、基準価額の下落要因となります。 
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お申込メモ（お申込の際には投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔お問い合わせ先〕 スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

ホームページ https://www.sparx.co.jp/ 電話番号：03-6711-9200（受付時間：営業日 9：00 ～ 17：00） 

 
 
 

お客様にご負担いただく手数料等について  
※下記手数料等の合計額については、お申

込金額や保有期間等に応じて異なります
ので、あらかじめ表示することができませ
ん。 

【お申込時】  
■お申込手数料 

お申込受付日の基準価額に 3.3%（税抜
3.0%）を上限として販売会社が定める手数
料率を乗じて得た額 

【ご解約時】 
■信託財産留保額  

解約請求受付日の基準価額に 0.3%の率
を乗じて得た額 

■解約手数料  
なし 

【保有期間中】 
(信託財産から間接的にご負担いただきます) 

■信託報酬 
純資産総額に対して年率 2.057%（税抜
1.87%） 

■その他の費用等  
(1)監査報酬、投資信託説明書（目論見書）

や運用報告書等の作成費用などの諸費
用（純資産総額に対し上限年率 0.11%（税
抜 0.10%）） 

(2)有価証券売買時の売買委託手数料等
は、ファンドの運用による取引量に応じて
異なりますので、事前に料率や上限額等
を表示することができません。 

 

ファンド名 
スパークス･Ｍ＆Ｓ･ジャパン･ファンド 

（愛称:華咲く中小型） 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2007 年 1 月 31 日から 2027 年 1 月 25 日 

決算日 
毎年 1 月 25 日 

（休日の場合は翌営業日） 

収益分配 

原則として毎決算時にファンドの基準価額水準、市況動向等

を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少

額の場合には、分配を行わないことがあります。 

お申込時間 

各販売会社で毎営業日お申込いただけます。お申込時間は、

原則として午後 3 時までとします。 

当該時間を過ぎた場合は翌営業日の受付となります。 

お申込単位 販売会社が定める単位 

お申込価額 お申込受付日の基準価額 

解約のご請求 

販売会社の毎営業日に販売会社が定める単位で解約を請求

することができます。お申込時間は、原則として午後 3 時まで

とします。当該時間を過ぎた場合は翌営業日の受付となりま

す。 

※委託会社は金融商品取引所における取引の停止、その他

やむを得ない事情があるときには、解約請求の受付を中止

することができます。 

解約価額 
解約請求受付日の基準価額から信託財産留保額を差し引い

た価額 

解約代金の 

受渡日 

解約受付日から起算して、原則として 5 営業日目からお支払

いします。 

 

【課税上の取扱い】 
課税上の取扱いについては投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。 



 
スパークス･Ｍ＆Ｓ･ジャパン･ファンド 

愛称:華咲く中小型 

 

■当資料は販売用資料としてスパークス・アセット・マネジメント株式会社（以下当社）が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書
類ではありません。当ファンドの取得のお申込を行う場合には、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ずお受け取りの上
詳細をご確認いただき、ご自身でご判断ください。■当ファンドは値動きのある有価証券に投資しますので、基準価額は変動します。従って、
元本が保証されているものではなく、組入れた有価証券の価格が下落する場合や、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込
む場合もあります。また、これらの運用による損益は全て受益者の皆様に帰属します。■投資信託は預貯金・金融債または保険商品ではな
く、預金保険や保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、証券会社で購入した場合を除き、投資者保護基金の規定に基づく
支払いの対象ではありません。■投資信託の設定・運用は、投資信託委託会社が行います。■当資料に記載の内容は将来の運用結果を保
証もしくは示唆するものではありません。■当資料に含まれている過去の実績の数値および市場動向等についてのコメントは当資料作成時
点のものであり、市場動向や個別銘柄の将来の動きを保証するものではありません。■当資料の正確性や完全性について当社が保証する
ものではありません。また記載内容は予告なく訂正が行われることがあります。■当資料は目的によらず、当社の許可なしに複製・複写をす
ることを禁じます。■当ファンドに関する投資信託説明書（交付目論見書）のご請求、お問合せは販売会社まで。 

7 

マンスリーレポート 

お客様向け資料 スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

 

ファンドの関係法人について 
 
●委託会社 スパークス・アセット・マネジメント株式会社  
  金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 346 号 
 （加入協会） 一般社団法人投資信託協会 一般社団法人日本投資顧問業協会 日本証券業協会 
         一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

信託財産の運用指図、受益権の発行等を行います。 

●受託会社 三井住友信託銀行株式会社 
委託会社の指図に基づく信託財産の管理等を行います。なお、信託事務の一部につき株式会社日本カストディ銀行に委託
を行います。 

●販売会社 下記一覧参照 
ファンドの受益権の募集・販売の取扱い、一部解約請求の受付、一部解約金・収益分配金・償還金の支払いの取扱等を行
います。 

販売会社 登録番号 

加入協会 

日本証券業 
協会 

一般社団法人 
金融先物取引業 

協会 

一般社団法人 
日本投資顧問業 

協会 

一般社団法人 
第二種金融商品 

取引業協会 

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○ 

株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○  ○ 

岡三オンライン証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第52号 ○ ○ ○  

おかやま信用金庫 登録金融機関 中国財務局長（登金）第19号 ○    

au カブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○   

極東証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第65号 ○   ○ 

ごうぎん証券株式会社 金融商品取引業者 中国財務局長（金商）第 43 号 ○    

十六 TT 証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第188号 ○    

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 ○ ○  ○ 

西日本シティＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第75号 ○    

株式会社福岡銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第7号 ○ ○   

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○   

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○  

三井住友信託銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第649号 ○ ○ ○  

水戸証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第181号 ○  ○  

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○ 

スパークス･アセット･マネジメント株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第346号 ○  ○ ○ 

 

 

〔お問い合わせ先〕 スパークス・アセット・マネジメント株式会社 
ホームページ https://www.sparx.co.jp/ 電話番号：03-6711-9200（受付時間：営業日 9：00 ～ 17：00） 

 




